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家兎雌性生殖活動と臆脂膏との関係

第 4報妊娠時にむける陸路内瀞離細胞について

堤

松 本

義 雄*

久 喜*

Microscopical observations of vaginal smear in relation 

to reproductive activity in the female rabbit. 

IV. The cellular contents of vaginal lumen in the pregnant rabbit. 

By 

Y oshio TUTUMI 
Kyuki MATUMOTO 

くZootechnicalInstitute， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido U niversity) 

1.緒 百

雌性家兎については Friedman(t 938)[)も既に述

べているように，外陰部の観察により周期的変動を求

めることは極めて困難なため，睦脂膏中の細胞の消長

に関して注目が払われて来た。この陵脂膏に関して

Woodく1925)2l， Snyder (1926)3l， Kunde and Proud 

(1929)ペ松井 (1932ア，芝田く1932)6)，本多(1938)7)， 

高島及び本多く1940戸，内藤(1946戸，佐伯(1951)10¥
Hamilton (1951)11)，加藤及び堀川 (1952)ω，渡辺

(1954)13)等の数多くの研究がなされているが，著者等

(1955)14)も既に報告したように陸前庭腔内及び陸腔内

の治離細胞には顕著な相在が見られ，且つ路内には通

常多量の粘液が貯j留している。この陸内粘液の存在に

ついて報告しているものは非常に少く Wood (1925)2) 

が性周期のある時期に臣室内が粘液で充満されることを

認めている位で，他に Katoく1936)15)が精子の凝集

性に関して腔粘淡を採取し，またHamiltonく1951)lD

が腔円蓋部附近の滋離細胞を塗抹観察しているに過ぎ

ないようである。

更に妊娠中のj佳脂1Jについて伎に芝田(1932)6)の

報告があり，著者等(1955)14)も腔粘液中に亦血球の

宇北海道大学説学部畜産学教室

出現を認めた程度で，この妊娠期肢粘液中の滋離細胞

についての研究は殆んどなされていないようである

ので，今回はこのものについて観察を行った。

11.実験動物及び実験方法

{共試動物:北海道大学農学部附属農場第一畜産部飼

育の雌性成熟家兎 10頭(白色在来種)及び雄兎2頭

を用いた。観察期聞は昭和 31年7月中旬より 10月

上旬に豆り，この間に交尾し，妊娠，分娩したもので

ある。猶各家兎は 1頭づっ完全に隔離飼育されてい

る。

実験方法:雌性家兎の腔粘液を数度採取し，検鋭し

て後雄兎と交尾せしめた。猶交尾直前には必ず腔粘淡

を採取し，その後の採取は連日，或は適宜間隔をおい

て行い，妊娠期間の全般に亘るよう努めた。腔粘液採

取は第1図に示したような， くの字形に曲げた長さ

14cm.外径 0.5cmの細長い硝子管を使用し，これ

を尖端より生殖洞内に注意して硝子管が約 1cm位外

グ入|一_.......'1..s-幅一寸 L

Y〆グナ
Fig. 1. Glass tube used for sampling 



堤・松本:家兎i制室生娘活動と燈府膏との関係 105 

部に残る程度に挿入し，そのまま硝子管を引出して管

内に浸入した粘液を採取した。この場合スポイトで吸

引する時は，粘膜のため採取はかえって困難となり，

粘膜を刺戟する恐れがある。この操作を2度程繰返し

ても採取されない場合には，更に硝子管にゴムキャッ

プを装着して生理的食塩水を 2cc程吸引し，これを

腔内に注入したまま引出し，前と同様にして硝子管を

掃入する時は，腔内j先機液はその内圧によって管内に

活出して来る。

このようにして採取した粘液及び洗淑液はThoma-

Zeiss式血球計算板により無処理のまま，或は沃度・沃

度加里液によって生体染色し，その状態を検鏡し，頁

にカパーグラスに塗抹して Schaudinn'ssolutionで

固定， Heidenhain's iron haematoxylin染色を行

い，又スライドグラスに塗抹してエーテル・アルコー

ル混合液及びメチルアルコールで回定，夫々 Haema-

toxylin-Eosin染色及び Giemsa染色を行って観察

した。

111.観察結果

観察結果は下記のように，交尾前(正常時)，交尾

後，中期，後期及び分娩前に明かに区別することが出

来たので，この順序に従って記述する。猶，粘液の採

取状態は第1表の通りである。

Table 1. Samplings of the vaginal mucus. 

+. . . . Vaginal mucus was obtained. 一.. . . Vaginal washing was made. 

[A] きさ尾前 様々であって，約 10μ 前後の多数の陸毛を有し，死

正常時の家兎では多くの場合腔粘液を採取すること 滅或は破壊したものと思われるものが多く見出される

が出来る。粘液は無色，透明のものが多く，水様性或 が，中には全身或は一部に密生した箆毛を前後に活滋

は粘澗性のもの等種々あるが，なかには不透明，乳白 に且つ迅速に運動させて，前進運動或は様子様に娠動

色のものも見られ，後者に近づくにつれて粘調性を増 移動するものが見られ，大きさは白血球或は赤血球大

すようである。顕微鏡観察では，殆んど細胞の認めら のものが多い (Figs.6， 7 and 8)。また多数の観察

れなかったもの，又は多型核白血球のみが少数或は多 例中では相当大型の多細胞艶毛虫様物も見られること

数出現したものが多く (Figs.2 and 3)，稀に円形或 がある。

は楕円形上皮細胞，及び局平角化細胞，極めて稀にの 無処置の或は沃度標本においては，多数の原形質頼

み円柱状細胞を見出したが，更に詳細に検鏡すると時 粒と忠われる 1"'2μ 前後，或はもっと微細な頼粒が

折極く少数の球状，円板形或は桑実形の赤血球が単独 盛んにブラウン運動をしているのが見られる。また時

に浮瀞していることがあり，また全例に段毛虫様物を 折大小不同の結品物が認められ，このものの形態は尿

も認めることが出来た。この盟主毛虫様物の形態は種々 の沈澄物に認められる炭酸カルシウムの結晶と類似し
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て種々の形(円形，瓢箪形，梓状jjJGは頼粒状等)を示

し，小型なものは前述の逆効性穎粒のlill]突により振動

しているものが多い。この結晶は固定，染色等のf栄作

によって消失するものが多く，この結晶の混入してい

る粘液に酢酸を作用させると気泡を生じ，結晶が溶解

消失するので恐らく炭酸カルシウムの結晶と考えられ

る (Figs.4 and 5)。

[B] 交尾後

第1表よりもわかるように交尾直後より約4日間，

腔内より粘液が採取される期間を交尾後とした。

交尾直後の粘液は精液のため幾分白色に混濁するも

のが多く，採取液量も多いが，日数と共に次第に減少

じ， 2"'3日後のものでは無色透明或はその中に白色

の塊を見ることがある。

顕微鏡観察では臼自は多数の精子が活設に運動

し，単独に前進運動をするもの，凝集しているもの，

多数の白血球と共に塊をなしているもの，死滅してい

るもの，頭部及び尾部の分離したもの等多数に見られ

るが，矢張り 2日目 3日目になるにつれてその数も

減少し，精子の頭部のみが見出されるようになるが，

4日目でも猶前進運動を示すものが少数認められる

くFigs.9， 10， 11 and 12)。

円形或は楕円形の上皮細胞 (Figs.9 and 10)及び

角化細胞は正常時に比較して多数出現する傾向があ

り，特に前者が多いようである。この円形細胞には大

小の2極類が見られ，大型車In胞は健全な形を示し核は

中心或は片側に偏在して大きし、。小型細胞は一般に原

形質濃染し核もピクノーゼを示し，又融解或は消滅す

るものも見られ多くはー側に偏在している。しかし全

く上皮細胞を認めない場合もあり，その存在は多数と

は云えない。 No.57では特異的に，立方形或は円柱

状の旋毛上皮細胞が交尾後1日目及び2日目に認めら

れたくFig.12)。これは大きさ中等で挺毛及び上皮縁

は明瞭であり，核は胞体下部に存在して露出し，明か

に粘膜より剥脱したものであることが知られる。之等

の上皮細胞も上記したようなものばかりでなく，膨化

崩壊しているもの，胞体に空胞を有するもの，核の逸

脱しているもの等種々の退化状態が見られたが，日を

経るに従ってその存在は減少する。

この期で特に注目に価するのは赤血球の出現で 10

頭中 8頭にその出現を見た (Fig.11)。このものの

1 mm3中最大数は No.63の交尾後1日目の 350個

であるが，すべて個々に瀦離して存在し，出現頻度は

正常時におけるよりもずっと高し、。猶赤血球出現の状

態を示せば第2衰の通りである。

Table 2. Appearance of red corpuscles in the vaginal specimens in pregnant rabbit. 

+・・ ・Appearanceof red corpuscles. 一.. . . N 0 appearance of red corpuscle. 

[C] 申期 洗糠液の観察が主としてなされた期間で第1表より明

この期間は粘液の採取が困難で生理的食塩水による かなように交尾後約5日から 18日頃までの約半月間
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がこの期に入れられる。

j先淑液中には多数の白血球が散在し，その中に円柱

状細胞が混在し，その数はまちまちである。無処理標

本では大きさ白血球と殆んど変らず唯細長く延び、て

いるだけで共に白色に見え，染色してみなければ円柱

状細胞であることがはっきりしないくFigs.13 and 

14)。この円柱状細胞の胞体は網状精造を示し，核胞

体共に染色性弱<，核は細胞下部に位して縮小し消失

えの過程を示し，胞体は膨化の傾向を有し破壊され細

分される傾向にある。本期において円柱状細胞の一番

多く見出されたのは No.61の交尾後6日日及び9日

日のものであった。その出現の消長には何等顕明なも

のが見られなかった。

[DJ 後期

妊娠 19日目前後より再び腔粘液は採取されるよう

になり分娩に至るのであるが，前述した中期とは全く

様相を異にする，即ち突然黄褐色乃至赤褐色の粘液が

多量に採取され，その変化には移行期が見られない。

この粘液は不透明で混濁し且つ粘調性は乏しい。

検鏡すると種々様々の細胞変性物が充満し，その中

には赤血球及び白血球は勿論円柱状細胞，多核巨大細

胞又は巨大な合胞体或は無構造物質塊が認められ，更

にこの合胞体或は無構造物とは異って全表面に活殺に

運動する艶毛を有する大きさ及び形態の様々な大型箆

毛虫様物を認めることが出来る (Figs.15-27 and 

32-38)0 

赤血球 (Figs.17，18，19 and 23)及び白血球は比

較的少く，粘液の着色は巨大な合胞体及び無構造物

(Figs. 16， 17， 18， 22 and 23)等の塊状物が黄色に

着色しているので恐らくこのものによってその様ーに着

色して見えるものと恩われる。白血球には退化崩壊

し，又核の染色性の弱いものが多い。

粘液及び之等諸物質は一般にエオジンに強染性で

くFig.15)，そのため標本は全く血液の塗抹のように

肉眼的に真紅に見える。微細に検鏡すると細胞破壊物

或は細胞屑と思われる種々の物質が充満し，之等が皆〆

エオジンに強く染まっており，一般に核様物質は少:

く，円形或は楕円形を呈している物質においても全ぐ

核物質が認められないものが多い。腔前庭部上皮に由

来すると忠、われる細胞は殆んど認められないくFigs.

排 24)。
巨大塊状物質は大ざっぱに見て円形或は椅円形を示

すものが多く矢張り胞体はエオジンに強染する。その

内部には多数の大型核或は濃縮核，小中立状に破壊され

た核等種々の状態の核が見られ，一般に膨化淡染のも

のは少く，多くは渡染縮少し或は融解している(Figs.

16， 17， 20 and 21)。中には核が融解し，円形の塊全

体が黒染するもの (Figs.20 and 23)もあり，また

核が崩体外に逸脱する状態を示すものもある。更に全

く核物質の認められない無梼造の塊状物質もある

Table 3. Appearance of multinucleate giant cells or syncytial masses in the vaginal lumen. 

十.. . . Appearance. 一.. . . No appearance. 
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くFig.22)。之等の塊状物質は細胞問の境界全く認め

られず均一性であって所前合胞体を形成している

くFigs.16， 17 and 20)。この合胞休中小型で核数の

少いものでは全く PJ形 (Figs.17 and 20)を51.し核

も比較的大きなものがあり所謂巨大細胞の形状を示す

ものがあるが，大型の合胞体と小引の巨大細胞との間

には種々の中間型が見られその呉同は論ぜられない。

第3表には妊娠期を通じて合胞体の出現状態が示され

ている。

大型民毛虫様物はその形は種々で大きさも全く一定

しなし、くFigs.18， 19， 25， 26， 27， 31-38)。無処理標

本では淡白色で前述の塊状物とは異り旦つ箆毛によっ

て移動運動をするが体を変形して移動することは全く

見られず唯箆毛運動に従って前進或は旋回している様

である。実験期間中，流動パラフインに封じ室温に放

置ーした例では約 10日間挺毛運動を止めなかったもの

がある。

染色標本によると之等は多細胞であって鉄へマトキ

シリン染色よりもへマトキシリン・エオジン染色によ

った方が明!日?であり，市111胞区il!!iは一般に不明瞭である

が幾分認められる部分もある。その一区画は大体白血

球大かそれよりも税分大き目であるが密に配列し胞体

にくらぺて核は大きい。その内部構造は不明でr~t表面

に細胞が並列していることのみが認められる。旋毛は

・多くのものでは全面に密生しているが，中には部分的

にしか認められないもの，細胞崩壊を来して全く前記

合胞体との区別がつかないものも稀に見られる。また

之等大型自主毛虫様物の附近には交尾前の所見で述べた

ものと同様な小型の単細胞或は少数細胞の艶毛虫様物

を認めることが多く，又大型物より突出して分離しよ

うとしている像も見られるので恐らく両者は同ーの由

来のものでないかと恩われる。妊娠期中の大型箆毛虫

様物の出現に関して示したのが第4表である。

Table 4. Appearance of large multicellular ciliata-like substances in the vaginal lumen. 

この様な状態は妊娠末期まで続くものもあるが，大 数出現するようになり，赤血球以外の細胞成分が全く

体 28日， 29日頃になると粘液量は減少する傾向があ 認められない場合もあるくFigs.28-31)。分娩後は極

り次の時期に移行する。 めて多量の血様粘液で腔内は充満している。

[E] 分娩前

この時期は後期と何等明瞭な区別はないが，一般に
IV，考 察

粘液は紅色あるいは淡紅色となり中には透明粘液も採 家畜において発情時に生殖澗内粘液の増量すること

取されるようになり分娩に至るまでの期間である。巨 は一般に云われていることである。家兎においても

大な合胞体及び艶毛虫様物はその数を減じ赤血球が多 Wood (1925)2)は腔内粘液の存在について述べ，著
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者等 (1956)'0)も腔内粘液量の増減に周期的変動があ

ることを認めた。著者等の実験例中には腔粘液は多い

時で 2cc 近くも採取されることがあった。 しかしこ

の粘液の比較的多量に採取され得ることが知られてな

いせいか，粘液の性状に関する研究は極めて少い様に

思われる。一般に腔脂膏の検査には塗抹，回定，染色

によって細胞及び結晶像を検鏡することが行われてい

るが，これを無処理のまま観察した記録は殆んど見当

らない。著者等は本実験において採取液を塗抹，染色

して観察すると同時に，無処理のまま観察し，固定標

本では観察し難いような事実を得ることが出来た。猶

各標本には時折腔前庭上皮に由来した細胞と思われる

角化細胞及び円形細胞を認めることがあったが，高~淡

採取に当って硝子管を前庭を通して行うのでその混入

は止むを得ないものと思われ，且つ数も少いのでその

所見を省いた。この現象は特に洗糠液を採取した時に

幾分多く見られた。

腔粘液内に認められる細胞以外の有形成分として

は，既に記載したフゃラウン運動を示す穎粒がある。こ

のものは無処理の標本のみならず沃度標本においても

認められ，固定標本でも見られるが固定されて運動し

なくなるので目立たない存在である。との頼粒は家兎

のみならず牛馬の粘液中にも認められ，西川及び示日出

(1946)'7)もこれと同様な物質と忠われるものを精液

中，乳汗中，各種臓器乳剤中或は各種体液中にも見出

し，恐らく細胞の崩壊産物であろうとしているが，余

り重大な意義を有するものでなく生殖洞の様に細胞が

分解して盛んに粘液を分泌する部位に多量に見出され

るのも当然と思考される。

鹿粘液中に見出される結品物質につし、ても殆んど報

告は見当らない様である。著者等凶』ま既に梓状，円形

或は瓢箪形の物質が見られることを報告したが，更に

その形状及び化学的反応から炭酸カルシウムの結晶で

あることを確めた。しかしこの結晶は草食動物の尿中

に多く見出されるものであり，粘j夜採取にあたって前

庭内に存在したものが混入することも考えられるが，

微細な結晶頼粒が出現する時は前述の原形質頼粒の衝

突によって娠動し，一様に浮世在しているので一部には

粘液内で形成されたものもあると考えられる。しかし

その詳細は不明である。

次に細胞成分については，

[lJ 正常時世びに交尾後の粘液内細胞

自然状態において家兎は交尾によってのみ排卵が起

きることは古くから認められている事実であり，従つ

て不任性の排1Jflを惹起させ周期的変化として観察した

研究が非常に多く，最近にし、たっても正常11寺に周期的

変動のあることを認めていないものがある。しかし著

者等く1955)'8)，(1956)'6)の観察でも相当若明な周期

変動が認められ，排卵がなくとも一定の周期的変動が

起りf与ることを示している。

(a) 赤血球の出現について

今回の観察で正常時並びに交尾後に採取した粘液中

に赤血球が少数i手激しているのを見出すことが出来

た。正常周期中に赤血球が際粘液中に出現する動物と

しては人類をはじめ猿，牛，犬等が一般にあげられ

るo

人類及び猿類の月経出血は勿論のことであるが，之

等月経とは異った意義を有する発情時前後の赤血球出

現については，牛について， Kolster (1903)19)は子

宮粘膜内に渉透性出血のあることを述ぺ， Emrys-

Roberts (1908)20)は発情前期子宮内特に輸卵管に近

い方に血液で者二色した水様の分泌物を認め， Zietzsch-

man (1922)20 は子宮粘膜内に逸出した血球が上皮下

に集合し，上皮の割れ白から更に子宮腔に出て発情粘

液に混合すると述べた。しかし Hammondく1927)22)

はこの出血は一部は子宮及び子宮類管に由来するが大

部分は尿道関口部直上部附近の腔に由来することを主

張している。 Weberet al. (1948)23)の処女牝牛によ

る観察では，これは子宮起源のもので媛膜及び上皮下

に血腫が形成され，健全な上皮商を通して血祭が逸脱

し広範な上皮の剥脱と共に大量の出血が起る。これら

の現象の多くは発情直後に始まり，血祭，血球及び上

皮細胞の混合物が子宮顎を通じて腔内に出現するとし

ている。最近清水(1957)27)もこの陰部よりの出血に

関し簡単に述べている。

牝馬の発情時腔粘液の観察で Kurosawa(1931)25) 

及び佐藤・星(1936)20)は赤血球の出現を認めてない

が， Ewartく1915)27)は発情前期出血について記載し，

子宮にへマトイヂン結晶の存在を認め， Ecksten and 

Zuckermanく1956)23)は普通には見出されないが，発

情前期排泌物中に血球が見出されることのあることを

述べている。

Karzander (1890)29¥ Kolster (1903)'9)は緬羊子

宮粘膜内に出血が起り血色素が分解変化した色素物質

が粘膜内に蓄積される場合のあることを報告し，

Marshallく1922)'0)は発情前期子宮腔内に出血が起る

ことを認めているが，その後の研究者でこの点に触れ

ているものは少い。



110 北海道大学農学部紀要

また牝豚についても Kolster(1903)'9)は発情時子

宮粘膜の血管周囲に逸出した赤血球が認められると云

っている。

牝犬について Bonnet(1903)3])は発情期に入るに

従い子宮粘膜は腫大し血管は上皮下に近接して血球で

充満され，発情の経過と共に粘膜内出血を起し上皮細

胞の分離によってその部位より子宮内に出血し，それ

が陰暦部に出現してくることを述ぺ，このことは

Marshall (1922)3ベZietzschmann(1922)ω等の認
めるところとなっているが， Keller (1924)32)による

とこの上皮下に出血した血球は上皮の損傷なしに子宮

腔に逸出すると云い， Papanicolau and Blau (1927)33) 

は非発情時期に腔脂膏を検査し，平均 15.6日の連続

した周期的変化の起るのを見出し，この周期変化には

少量の出血が伴うことを報告している。また Mar-

shall and Jolly (1906)34)は発情前期出血時に子宮上

皮に変性が起ることを述べているが Meyerand 

Saiki (1931)35)は出血時の上皮には変性と呼ばれる程

の変化は起らず，この出血は発情ホルモンの直接或は

間接の作用によって惹起されることを述ぺている。猶

この外に発情前期出血を認めて報告しているものに

Evans and Coleく1927)36)，太田く1933)37)，伊藤・

早津く1942)38>， Eckstein and Zuckerman (1956)26) 

等がある。

高畑・三島及び石野(1934)39)は狐の腔膏に周期的

変動を見出し，発情時所見を確立する迄には至らなか

ったが周期中に屡々赤血球が出現することを報舎し，

Kakushkinaく1937)40)によると発情時子宮粘膜内に

出血が起り，更に子宮腔内に赤血球が出現してくるこ

とを述べている。

テンヂクネズミについてその性周期を腔脂膏法によ

ってはじめて見出した Stockardand Papanicolaou 

く1917)ωl土周期を4期に分け，第E期に排卵が起り，

第 IV期に屡々赤血球が出現することを述べている。

この赤血球について Selleく1922)42)及び Young

(1937)ω はその存在に疑問を懐いているが Loeb

(1924)ω は発情時特に排卵時子宮粘膜に出血が起る

ことを認め， Eckstein and Zuckerman (1956)28)は

発情時腔及び子宮に腫張，血腿がみられ，発情後期腔

粘液中に赤血球が混入して来ることを記載している。

更に人類並ひ、に猿についてみるに，婦人では月経と

月経との中間期に中間痛なる現象が起ることのあるこ

とは早くより知られており， Stra tz (1924)'5)は中間

期排浩として少量の或は偽月経があることを指摘し，

N ovak (1924)'6)は中間痛と出血及び卵巣鴻胞の破裂

は同時に起り，この出血は多くの発情期動物に見られ

る出血性の分泌で月経出血と l ;t，fl~本的に興った窓義を

有するものであろうことを主15ぺ， Simpson and Evans 

(1928)47) U:検鏡によって月経中間期の一定の日にかす

かな出血が非常に規則正しく起ることがあることを報

告した。 Hartmanく1928)48)は猿の!佳洗糠液を顕微鏡

によって観察し，排卵時に出血するものがあることを

認め，この中間期に少量の出血が起ることは理論的に

可能であるとし，更にく1929)49)婦人の 1例に同様な

事実を認めた。また Rubenstein (1940)50>， 江川

く1953)51)等も婦人の正常周期の排卵時に少数の赤血

球が出現するもののあることを報告し，長谷川I

(1955)52)もこのことを記載している。

以上の多くの所見では正常周期の発情時或は排卵時

附近において，多量の或は少量の出血が主として子宮

に起り，これは月経とは全く異るものであるが月経と

同様に排卵と関連した事項として認められている。こ

の出血の原因として月経では必ず粘膜組織の破壊が伴

って起ることは周知のことであるが，発f青時或は排卵

時出血については同じ種類の動物であっても子宮粘膜

充血に際し，上皮細胞の変性，剥脱を認めるもの或は

変性を認めず漏出性出血をなして来るというもの等に

分けられ，恐らく両方の場合が一般に起っているもの

と思考される。従ってこの発情時或は排卵時出血につ

いては上皮細胞の変性剥脱は必要条件とはなり得ない

と思われる。

しかしながら排卵が起らなくとも子宮出血或は月経

様出血が起ることが多数の研究者によって報告され確

認されている。即ち Hartman(1927)叩は卵巣襲腫

を来した無月経の猿の卵胞を除去して月経を発来せし

め， Corner (1927)叫は 11頭の猿の解剖所見より 6

頭に無排卵性月経周期が存在していたことを確認し，

更に婦人についての可能性を論じ例について無排

卵性月経を発見したと報告し， Y oung (1930)55)もそ

の可能性を述ぺ， Wagenen and Aber1e (1932)56)は

猿において卵巣割去 5，6日後に月経が起ることを見

ている。 Novak(1934)57)によるとこの様な現象は猿

には普通なことで婦人でも稀でないことを述ぺてお

り，その他 Markee，Davis and Hinsey (1936)58)， 

Bartelmez (1937)叩， Zuckerman (1937)削，抽木

(1954)60，長谷川(1955)52" 出口(1955)62)等も無

排卵性月経について記if9iしてし、る。

従って排卵がなくとも性器出血は起り，排卵現象は
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必ずしも出血の直接原因とは認められない。之等出血

現象の原因としては拍木(1954)B[)及び長谷川(1955)52)

によると，月経は黄体の退化によるプロゲステロンの

減量乃至消退によるプロゲステロン ìì~退性出血で，無

排卵性月経は増殖期成熟卵胞の退行萎縮によるエスト

ロゲンの急速な消退による出血であり，大量又は長期

のブロゲステロン或はエストロゲンの投与等により子

宮出血を起すことが出来ると云っている。更に出口

(1955)62)によると子宮出血の機序に近時子宮内膜に

おける Acetylcholineの血管系に対する態度を重視

した OkkeI説が導入せられて来たことを述ぺ，それ

によると Acetylcholine と月経出血とは密接な関係

を有し， Acetylcholineなくして出血は起り得ないと

している。

次に以上の諸関係を家兎につし、て考察するに，著者

等く1955)18)，(1956)16)が報告したように腔前庭内波

離上皮細胞の消長，粘液排池量及び鹿内pHの変化は

周期的であり，他にこの腔脂膏内細胞消長の周期的変

化を述べている者も少くない。原(1941)63)は家兎腹

部中央に腹窓を装着して正常状態の卵巣について成熟

法胞は排卵せずに淘濁萎縮消失するものであることを

認め，長期に亘って観察すれば著大な大卵胞を多数認

める時期と然らざる時期とがあることは区別すること

が出来ることを述べており，加藤・堀川(1952)12)も

腹窓法によって同様なことを観察して，腔脂育中の細

胞の消長にも卵巣変化に伴った変化が認められること

を報告し， HamiIton (1951)11lは家兎の血中エストロ

ゲン含量に腔脂膏に伴った変化を見出しており，ここ

に卵巣，血中エストロゲン濃度及びj佳脂膏に一連の密

接な関係があることが明かにせられている。清水

(1957)24)は牝牛の出血は発情ホルモンの急激な消退

によるものであろうことを記載し， Pa panicolaou and 

Blau (1927)33)も排卵のない非発情期中の雌犬にも性

周期が繰返されこの周期中に少量の出血が起り，これ

は卵巣のホルモン活動に変動があることによるもので

あろうことを述べており，同様なことが家兎でも起り

得ることが推測され著者等が正常時粘液中に時折少数

の赤血球を見出したことは或はこのような機構による

血球の出現とも思考される。

この可能性は次の事実より益々強化せられる。 flPち

Reynoldsく1938)64)， Reynolds and Foster (1939)65)， 

Reynolds (1939)田〉等の研究によると，去勢家兎にエ

ストロゲンを注射すると子宮の湖紅と共に 1時間後に

は子宮内の Acetylcholine合量は増量し， 12時間後

には非常に減少していることが知られている。 Greep

and Zondek (1940)67)はエストロゲン投与により正

常時t勿論，脳下垂体切除をほどこした或は副腎切除

の家兎子宮粘膜に出血を起させることが出来ることを

述べている。また排卵時の出血については既に述べた

様に人類，猿類においても認められており Hartman

(1928)48九(1929)49)は猿の交尾後の腔内に赤血球が

出現して来るもののあることを指摘している。更に家

兎の交尾後及び排卵後の子宮について岩田 (1926)68)

は排卵後2日目の子宮は著明の充血と浮腫とを示して

血管の怒張することを認め， Knaus (1930)69)も交尾

後子宮が臆張し始めることを述べ，片平(1935)'0)は

妊婦尿注射によって人工排卵を起させ子宮は注射後3

日間位は充血と浮腫を示すがその後浮腫は減少するこ

とを報告している。この様に排卵後の子宮充血は組織

的にも一般に認められるところとなっており，排卵前

後における生体内ホルモン量の変動は非常に顕著なも

のがあると思考されるが， HiII (1934)7))， Friedman 

and Friedman (1939)'2)等は脳下垂体中のホルモン

量について研究し，交尾 24時間後ではホルモン量急

減することを認めており，従って著者等が交尾後4日

間に赤血球の出現を見， しかもその頻度が正常時より

も高いことは当然の結果のように考えられる。

(b) 上皮細胞の出現について

正常時粘液内に上皮細胞の少いことは既に述べた通

りであるが，交尾後粘液中に幾分多く出現することは

交尾時の粘膜刺戟及び雄性生殖器由来のものも含まれ

ることが想像される。精液内の精子以外の異物として

の細胞に関する研究報告は非常に少いようである。著

者等は 10頭中の 1頭に交尾後2日間に亘って円柱状

或は立方状箆毛上皮細胞を認めたが，これは雌性生殖

器粘膜に認められる細長い円柱状艶毛細胞と異り，且

つ正常時粘液中には全く見出されなかったものであ

り，その後消失するところから精液中に混入して来た

細胞異物と考えられる。同様に赤血球の混入も場合に

よっては起ることが想像されるがこれらのことについ

ての報告は見当らない。

[2J 後期及び分娩前の粘液肉細胞について

次に中期について述べるのが順序であるが，説明の

関係上後期及び分娩前のものについて考察を進める。

(a) 妊娠期中の赤血球出現について

Goldmann (1912)叩は妊娠ラッテの血管内に墨汁

を注入し解剖学的に子宮粘膜血管より血球が子宮腔内

に逸出する通路を見出しているが， Long and Evans 
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く1920)叫が更に妊娠 13日から 16日の問赤褐色の脱

脂奇が得られ，この中に多数の赤血球の存干1ーを認めて

以米このことは胎縫徴くPlacentalsign)として妊娠

のー現象と認められている。

Parkesく1926ア5)はマウスについての観祭で妊娠2

週自に腔脂膏内に赤血球の出現を認めたがラッテと呉

ることはその出現が戎る期間内に限定されてないこと

であると云っている。

ラッテに関して Stafford(1930)加は妊娠 12日か

ら 15日にかけて子宮上皮直下に怒張せる網状血管が

破裂して上皮層を変性脱落せしめ，子宮腔中に出血

し，これが一部股内に出現するものであるとし，

Krehbiel (1935)7りも 8日から 11日にかけて子宮粘

膜が肥大し，毛細管の拡張更に出血を見ており，

Venable (1939)78)は子宮腔内出血には2つの出所が

ありその一つは8自の外圧葉性胎盤円錐体に隣接した

上皮下脱落膜血管の破壊によるもので他は 11日の脱

落膜巨大細胞部の特殊な血賓に由来するもので，腔え

の流出は 11日或は 12日から 16日迄見られること

を述べている。

猿類についても Hartman(1928)79)は妊娠 14日

頃から 37日頃までの聞に少数の赤血球が腔洗糠液中

に顕微鏡的に見出されることを報告し，更にく1928)削

婦人についての可能性を論じ， Hartman (1929)81)， 

Wislocki and Hartman (1929)82)は子宮腺の拡張及

び腺内に血球の充満を認め，このものの一部は疑なく

溶血を起して吸収されるが一部は子宮績を通Cて!庄内

に放出されることを述べている。

婦人についての観察で Kulitzy(1931)83)は妊娠早

期の腔分泌物を採り，健康初期妊婦に 72μ の赤血球

出現を見，また非妊婦月経中間期前においても 16~;;

の陽性を得たが生理的病理的にその変動の多いことか

ら妊娠早期診断には応用出来ないことを述ぺ， Ruben-

stein (1940)叩は妊娠によって月経は見られなくなる

が時折少数の赤血球が出現し，これは下等霊長類にお

いて着床時出血と説明されているものであろうことを

記し， Speert and Guttmacherく1954)84)は妊娠前の

月経時より数えて 33日から 60日目の婦人 68;g，の

検査で 12例即ち 18%に赤血球の存在を認め，妊娠

期間と胎児の大きさとが一致しないことの最も起りそ

うな理由となることを述べている。また Power

(1948)85)によると妊娠の最初の 4，5ヶ月間に臆出血

を起すことが屡々ありこの原因として脱落膜の退化に

3需している。

家活について Kolsterく1903)19)は妊娠5ヶ月以降

の牛の子宮上皮内に白血球及び赤血球のすf走を認め，

学についても妊娠3ヶ月日のものにおいて子冶'腺中に

多丑の微細脳演物質と共におlr肢と皮を通して現われた

多数の白血球及び赤血球が混在し 5ヶ月頃には白血

球赤血球共に減少することを述べ，豚についても妊娠

後期上皮細胞の分泌物中に時折赤血球が見出されるこ

とを報告している。 Bonnet(1903)31lは犬について多

くの著者逮は胎盤緑綬帯の出血につき述べているが子

宮腺管中にも出血が認められると記載している。

Marshall (1922)30)は豚や尽においても個体によって

異るが赤血球が上皮を通して腺分?必物中に混入するこ

とを認めており Sta仔'ord(1930)78)も犬及び猫にお

いて血管内に注入した墨汁が子宮粘膜の特殊な部分よ

り子宮腔内に逸出して来ることを見ている。

家兎についての観察は少く， JE常妊娠時について
Stafford (1930)7sJは血管内に注入した墨汁が妊娠 11

日目から子宮腔に見出され， ラッテや猿に見られるよ

うな胎盤徴が見られそうに忠われるが子宮内及び腔内

出血は共に認めなかったと述べている。偽妊娠につい

て Hammondand Marshall (1914)加は非妊性交尾

による 24日目子宮について粘膜内に大量の出血のあ

ることを認め，また Evans(1928)87)は!庄内細胞を調

べて次の周期にはいる前，即ち偽妊娠約 10日頃に胎

盤徴としての赤血球出現が約 3~b の低比率で見られる

ことを報告している。

以上の報告を総括するに多くの動物において妊娠時

子宮粘膜内出血が認められており，この赤血球の子宮

腔内灘出が考えられてはいるが必ずしもこの血球が腔

内に放出されるとは限らず， I庄内に出現して所謂胎盤

徴を示す動物は比較的少いようである。家兎において

も Evans(1928)叩が偽妊娠時腹腔内出血を認めたと

しているが， Stafford (1930)76) は妊娠時出血を認め

ず，芝田(1932)8)もこれについては何も記載してい

ない。著者等の観察では粘液の採取されなかった中期

に引続いて何等漸増的段階を踏まずに突然資褐色乃至

赤褐色の粘液が採取され，多くの場合少数の赤血球の

混入を認め分娩に至った。このことは恐らく中期の末

より子宮内容物が肢に流出し始めたのではないかと推

測することが出来る。

くb) 上皮細胞並びに変性退化物質の出現について

家兎の胎盤形成に関しては古くより研究されている

が，胎盤部以外の子宮粘膜については比較的軽視せら

れている傾向がある。 Minotく1889)88九(1890)8引に
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よると妊娠8日自におし、て子宮上皮細胞は肥大溶融

し，核の増生を来して多核細胞化し，その後一部は

Monster cellとなるが大部分退化消失することを認

めており，この粘膜土皮細胞のジンテテウム様変性に

関しては渡辺く1918刊に 横山(192S)9D， 加藤

(1927)92)，塚口・加藤く1927)93)，Sansom (1927)94¥ 

山口 (1929)95)，陽田 (1930)96)，Deanesly and Parkes 

(1931)97)，岩根 (1935)98)等胎盤研究家の斉しく認め

るところである。この上皮細胞の妊娠期中の変化とし

て横山く1925)91)は交尾後 25日のものの表面上皮細

胞層の多核巨態細胞の集団では原形質は多量の頼粒と

空胞を含みエオジンに強染し，或る部では無構造物質

に変じ，表面より液化消失する傾向を有し，核は大き

く散在するもの或は大きさ不正に集団をなすものが見

られるとし， 27日のものでは更にこの傾向強く，核崩

壊するものが多し、ことを述べている。加藤 (1927)92)

は8日目所見においてジンチテウム屑の表面は屡々強

く表面に膨大し内に多数核の集団を蔵して一見多核巨

大細胞の外観を呈すと云い，また既に 6日後所見にお

いて子宮腔内に脱離上皮細胞白血球以外に多核巨大細

胞の見出されることを記載し，山口 (1929)95)は交尾

後 10日頃より粘膜上皮細胞はプラズモヂウムを形成，

粘膜表面より剥離し易くなり又破壊溶解してゆくこと

を認め， 15日前後の胎盤完成期には一層著拐な退行性

変性により全く類社状同質性物質化したもの，或はプ

ラズモデウムの一種の肥大細胞となったものが腔内に

浮漉しており，妊娠末期にはその数が減少して来るこ

とを報告している。陽田く1930)96)も妊娠9日目に対

胎盤部粘膜上皮がデンプラスマ変性を示し，全面に立

って剥離し，更に落屑類廃物となることを認め，

Deanesly and Parkesく1931)97)は妊娠時の不妊子宮

角の観察で， 19日後又は 20日後位までは子宮腔内に

崩壊物は見られないが 23日後では多数の多核巨大細

胞或はジンチチウム様塊が浮滋しているのを認め，之

等は切かに上皮より脱落した細胞の来塊であると云

い，更に 26日から 28日には直径 40μ 以上の大き

な巨大細胞が見られることを述べている。しかし

Sansomく1927)94)によると紋毛の栄養細胞層に由来

する非常に多数の多核球が子宮腔内に序滋していると

述ぺられている。

この様に妊娠 10日前後より現に子宮腔内に上皮細

胞の退化変性物と忠われる無構造物質，多核巨大細胞

或は大塊をなす合胞体が認められており，著者等がこ

の期に採取したものは恐らく之等子宮内滋離物質と考

えられる。また加藤 (1927)92)は上皮細胞の絞抱離断

を見，この際核の一部も往々これに参加して之等が子

宮腔中に棄却されることを述ぺているが，恐らくこの

様な現象によると忠われる赤血球様の大小不同の小型

円形物質，中には黒点状に核物質を有するもの等も観

察され，採取粘液内容物の雑多なことは一言して細胞

崩壊物と云うの外は表現するに困難を感ずる。之等細

胞変性物も分娩前になると減少する傾向にあることは

山口く1929)95)の観察と一致するが腔粘液採取量を減

ずれぼこの現象は見当らずに分娩前までI室内は子宮よ

りの流出物で充満され後期の状態を維持するのではな

いかと推測される。

[3J 中期における瀧縫細胞について

中期においては白血球中に円柱状細胞が混在するの

みで全く前述の後期所見とはその趣を異にする。既に

妊娠 10目前後より子宮腔内には種々の崩壊物質が存

在することは明かにせられており，若し子宮腔よりの

流出があれば必ず之等が見出されなければならない筈

である。従って中期所見は腔腔内のみの状態を示すも

のと思われる。先に著者等(1955)99)は組織学的に鹿

内上皮は単麿『の円柱状細胞によって蔽われていること

を明かにしたが，この期に観察された円柱状細胞はこ

のものに非常に似ているので腔粘膜上皮細胞が多数脱

落し始めていることが知られる。然し妊娠時の腔粘膜

に関する組織学的検索は殆んどなされておらずその詳

細は不明である。この円柱細胞の脱落は後期において

も起っているようで，後期所見におし、てもこれと類似

の細胞が多数に認められた。

[4J 各期の相互関係について

本観察においては例数も多くなく且つ連日検査を行

ったわけでないためその区分は大略を示すだけであ

る。個体によっては各期間に相当の長短があるが，一

応前述したように①交尾後〈交尾直後より約4日間〉

①中期(約5日目頃より 18日目頃迄)①後期(19

日目頃より 28日目頃迄)④分娩前 (29日目頃より

分娩迄〉の4期に区分することが出来た。

Assheton (1895)100)によると交尾後4日目即ち 75

時間白から 80時間自の間に家兎輸卵管内卵子が子宮

内に降下すると云い Anderson(1927)山 加藤

(1953)102)等も同様なことを記載している。従ってこ

の第I期は受精卵が輸卵管内を通過し子宮腔内に出現

する期間に相当し，中期に粘液が採取されないのは或

いはこの4日目頃より子宮から!佐内えの粘液流出が中

止されたのではないかとも考えられ得る。
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子宮内にはいった受精卵は着床するが Assheton 多数の文献を考察じて来た。しかし残念ながら今回記

く1895)101)は子宮内に散症する胎芽は大部分8日にな 載した様な良毛虫様物の存在について報告したものは

って子宮内に定着すると云い，一般に 7日 8日 9 見当らず， しかも著者等の観察した全例において多数

日頃に着床することは Minot(188968)， 189069))，波 の出現を認めたことは著者等の当惑を感ずる所であ

辺(1918)90¥ 加藤く1927)92¥ 山口(1929)9')，岩根 る。本成場飼育家兎ばかりでなく，既に 2，3ケ所の

(1935)98¥加藤(1953)102)外多数の研究者の認めると 良場のものも検査したが詳細に検査することによって

ころであり，また胎盤構造が梢形態を整える時期は山 全例に小型段毛虫段物の存在を認めることが出来た。

口(1929)96)によれば 15目前後，岩根(1935)96)に このことは未経産，経産を問わない。本観察において

よれば 11日頃であると云い，著者等の第E期(中期) No. 59では妊娠性交尾 12日前に偽妊娠を示し，こ

は胎芽が着床し胎盤の形態が整い本格的な胎児発育が の影響とJ思われるが交尾後2日目にして大型の多細胞

始まった時期であると思われる。 焼毛虫様物の出現があった。 No.56では4日目に出

Hammond (1937)山〉によれば妊娠 18日頃迄は胎 現しているがこのものは交尾前何等の影響も受けない

児胎盤の成長率は胎児自身の成長率よりも大であり， 筈であり，また正常時のものの多数採取した例では極

それ以後の胎児胎盤の成長率は 22日頃最大に達し以 めて稀に大型箆毛虫様物が出現する場合がある。子宮

後漸次分娩まで減少するが，胎児は 18日頃より分娩 乳の腔内に流入したと考えられる第 E 期に，この大

まで急激な成長を示している。即ち第 E 期の後期以・ 型のものが多数観察されたことは子宮内にも腔内にも

降は急速な胎児成長の圧力によって或は他の生理的原 この髭毛虫様物が存在していることを指摘しているよ

囚により子宮頚管がゆるみ所謂子宮乳として存在して うに考えられる。この小型と大型のものとの関係は不

いた子宮内粘液が院内に流出して来たのではないかと 明ではあるが，恐らく同一種類の物質であろうと判断

思われる。 される。子宮及び頚管粘膜は多数の旋毛上皮細胞で蔽

また第lV期の分娩前では粘調性の粘液も時折採取 われていることが知られているが，艶毛虫様物が若し

されることから恐らく粘膜上皮の分泌活動が開始され 剥脱上皮であるならば，、多数の出血或は脱落面が之等

ているものと考えられ，子宮乳の流出も少くなり分娩 に認められもよい筈であり，またそれ程活滋に運動し

準備の完了を想わしめる。 得ないと考えられる。猶この物質の出現分布に関して

之等の時期的関係は Knaus(1926)104)及び Hill は例数も少いので言及出来ないが，今後更に広範囲に

(1934 )71lの脳下垂体ホルモンに関する研究からも興 検査する必要がある。

日未ある考察がなされているo Knaus (1926)104)は脳下 [追記] 本観察では程々と不備の点が多く且つ組織

垂体前菜抽出物を妊娠家兎に注射し，妊娠 18日まで 的検査も行っていないので赤血球の出現，脱落変性物

は何等影響は見られないが， 18日から 28日までの期 の出現，艶毛虫様物の出現等に関し更に精密な検査を

間では注射後 1，2日の間に胎児の死亡をうiミし，それ 行う予定であることを附記する。

以後における注射では注射後直ちに新生児の分娩を惹

起し，之等の解釈として子宮筋のホノレモン感受性に帰 V.結 論

している。また Hillく1934)71lは家兎の排卵を起させ 妊娠家兎 10頭の腔粘液及びj民洗鯨波を検査し，次

る下垂体の力価を検査し，下垂体力価は交尾後急激に の様な結果を得た。

減少して最低価を示し 3日後頃より急増して 15日 (1)正常時腔粘i夜は無色透明なものが多七時折

後に最高に達し，以後 18日頃より 24日頃まで急減 不透明乳白色のものも採取される。粘液内には上皮細

し， 25日前後は平衡を保つが 28日頃より再び増加し 胞は少く主として白血球が認められるが，時折少数の

始め分娩後正常力価に戻ることを報告してい、る。之等 赤血球が浮世在するのも観察された。猶粘ifi中に多数の

の報告よりみるも家兎妊娠期には4つの生理的段階が ブラワン運動をする微細頼粒，大小の炭酸カルシウム

あることが想像され，著者等の区分ともほぼその間隔 結晶も見られ，更に多数の箆毛を有する大きさ不整の

が一致していることは興味ある事柄と忠われる。 白血球大或は赤血球大の運動性質毛虫様物，またこの

[5J 麗毛虫様物について ものの破壊物と忠われるものが多数出現した。

著者等は婦人をはじめ各家畜及び実験動物の正常 (2)腔内説離細胞の観察によって妊娠期を更に第

時，妊娠時の腔粘波及ひ、子宮粘液内競離細胞に関する I期(交尾後)，第 E矧(中期)，第1II期(後期)及
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び第IV期(分娩前〕の4期に区分することが出来た。

第I期は交尾後 4日間，第1I期は交尾後5日目より

18 8目迄，第1lI期は 19臼目より 28日目迄，第 IV

期は 29日目より分娩までであるo 但しこの間隔は大

略の傾向を示すものでその境界は個体によって異る。

く3) 交尾後約4日聞は乳白色の粘液が多く採取さ

れ多数の精子と共に，正常時に比較して梢多数の上皮

細胞並びに高頻度の赤血球出現が認められた。一例に

雄性生殖器に由来したと思われる自主毛立方状上皮細胞

の混入が見られた。

(4) 中期は粘i夜が採取されないこと多く，生理的

食塩水による洗淑液によれば多数の白血球と共に肢部

上皮に由来すると考えられる円柱状細胞の存在を認め

た。

(5) 後期には中期とは何等移行状態なしに突然黄

褐色乃至赤褐色の粘液が採取され，退化変性を示す大

小様々の合胞体，無構造物，巨大細胞，円柱状細胞，

白血球，赤血球及び細胞屑をもって充満され，特に大

型多細胞髭毛虫様物の出現を認めた。

(6) 分娩前における粘液は紅色或は淡紅色とな

り，上皮細胞，変性物，細胞j胃，大型車重毛虫様物は減

少し，殆んど赤血球のみが多発する。しかし中には後

期の状態のまま分娩に至るものも認められた。

く7) 之等妊娠期の区分は妊娠母体及び胎児の生理

的変化と密接な関係を有する様である。

(8) 髭毛虫様物の存在についての報告は見当ら

ず，その生理的意義も不明であるが，正常時に単細胞

のものが出現し，妊娠後期に多細胞の大型なものが出

現したことは，この鹿毛虫様物が家兎の生殖活動と緊

密な関係を有しているのではないかと，思考されるο
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R白ume

There have been published only a few 

investigations as to the vaginal smear in the 

pregnant rabbit. The present paper describes 

the results of observations of the cells con-

tained in the vaginal lumen in the pregnant 

rabbit. Ten pregnant females were used in 

this study. The vaginal mucus or the vaginal 

washing with normal saline was taken directly 

from the vaginal lumen with a smooth glass 

tube of about 14 cm length (Figure 1). The 

contents were investigated intact or in mixture 

with Lugol's solution in a blood司counting

chamber under the microscope. The smears 

were made on a cover-glass and two slide 

glasses. The former was preserved with 

Schaudinn's solution and stained with Heiden・

hain's iron haematoxylin; the latter two were 

fixed in ether-alcohol mixture and ethanol， 
then they were stained with haematoxylin-

eosin and giemsa， respectively. 
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The vaginal mucus in the normal rabbit 

was transparent and colourless， but sometimes 
semi-transparent and light white. The cell 

contents were mainly leucocytes， but a few 
red blood cells were found in some cases. 

Epithelial cells were also seen in the mucus 

but the number of them was very small. 

Especially， small ciliata・like substances as 
large as a leucocyte or a red corpuscle were 

found as free cells in the mucus. As to these 

ciliata-like substances， their structure and 
physiological action are obscure. It is known 

that they have many kinocilia and sometimes 

can travel within the mucus. But in all 

specimens degenerated matter which seemed 

to be the source of the ciliata-Iike subsances 

was recognizable. 

Small motile granules appeared in the 

mucus. These granules showed Brownian 

movement. Crystals were present， also， some-
times. These crystals were recognized as 

crystals of calcium carbonate from their figures 

and chemical character. 

Data on the samplings of the vaginal mucus 

are shown in table 1. It is seen from the 

table that it is possible to obtain vaginal 

mucus in pregnancy during the period from 

post-coitum to about the fourth day and 

from about the nineteenth day to parturition. 

In the present observaions the later period 

was divided into two sub-periods: (a) from 

about the nineteenth day to about the twenty-

eighth and (b) from about the twenty-ninth 

day to parturition according to the nature of 

the mucus. Thus， the duration of gestation 
in rabbit may be divided into four periods， 1 
stage (post-coitum， about four days)， II stage 
(middle period， about fourteen days)， III stage 
(Iater period， about ten days)， and IV stage 
くbeforeparturition， about one to three days). 
The present observations of free cells in the 

lumen of vagina in each stage may be sum-

marized as follows: 

Stage 1くpost-coitum);-Light white mucus 

was taken in this period. Many spermatozoa 

were recognized in the mucus with compara-

tively many squamous epithelial cells and red 

corpuscles. Frequency of appearance of the 

red corpuscles is higher than in the normal 

state and their appearance was considered to 

have been caused by physiological fluctuations 

in females in post-coitum. Data on the 

appearance of red corpuscles in the vaginal 

specimens in pregnant rabbit are shown in 

table 2. 

Stage II (middle period);-The vaginal 

washings were observed chiefly in this period 

because of the scanty mucus in the lumen. 

Many or few cylindrical epithelial cells were 

scattered with many leucocytes in the wash-

ings. These cylindrical epithelial cells 'were 

considered to be desquamated from vaginal 

wall. 

Stage III (Iater period);-Y ellowish-brown 

or reddish-brown opaque mucus was taken. 

The specimens showed an abundance of 

multinucleate giant cells or syncytial masses， 
large masses of structure-less homogeneous 

substances， cylindrical cells， leucocytes and 
red corpuscles free among abundant debris 

of cells in the mucus. Many investigators 

have reported that these giant cells or 

syncytial masses had sloughed off from the 

uterine epithelium and were floating in 

uterine milk. Stafford (1930) has studied the 

origin of the blood of the ‘Placental sign'. 
He injected India ink into the descending 

aorta and found free ink in the uterine lumen 

in a specimen from the eleventh day of gesta-

tion. From these facts， it is considered that 
the uterine milk flowed out from the uterine 

lumen into the vaginal lumen. With these 

cellular contents， surprisingly， large ciliata-
like substances which were multicellular and 

movable by their cillia were observed. There 

has been published no description of these 

ciliata-like substances. Their shapes are very 

curious and their sizes are various. Data on 

the appearance of syncytial masses and multi-

cellular ciliata-like substances are summarized 

in tables 3 and 4， respectively. 
Stage IV (before parturition);ー Therewas 

no clear differentiation between stage III and 

this one. But there was a tendency for the 

various cellular contents above mentioned， 
except red corpuscles， to decrease; the vaginal 
mucus became reddish and sometimes trans-

parent. 
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Explanation of Plates 

Plate 1. 

(2-3) Leucocytes in the vaginal smear in the normal rabbit. 

(Haematoxylin-eosin stain) 

(4-5) Crystals in the vaginal mucus. 

(6-8) Small ciliata-Iike substances in the mucus. 

Plate n. 

(Round cells are leucocytes. These specimens are treated with 

Lugol's solution.) 

(9-12) These figures are in stage 1. 

9-10 Many leucocytes， spermatozoa and epithelial cells. 
(Haematoxylin-eosin stain) 

11 Leucocytes， red corpuscles and spermatozoa. 
くHeidenhain'siron haematoxylin stain) 

12 Ciliated epithelial cells are recognized in one anima1. 

くHaematoxylin-eosinstain) 

(13-14) These figures are in stage II. Leucocytes and cylindrical epithelial 

cells. 

(Haematoxylin-eosin stain) 

Plates III， IV， and V. 
(15-27) These figures are in stage nI. 
15 Vaginal smear in low power. 

(Haematoxylin-eosin stain) 

16 Multinuc1eated giant cel1 or syncytial mass in the mucus. 

17-19 Multinuc1eated giant cel1s or syncytial masses， leucocytes， red 
corpusc1es and large ciliata-like substances. 

(These specimens are treated with Lugol's solution.) 

20-23 Multinucleated giant cel1s or syncytial masses， leucocytes， red 
corpusc1es， structure-Iess substances and many debris of cells 
in the smear. 

(20-22; Haematoxylin幽eosinstain. 23; Heidenhain's iron 

haematoxylin stain.) 

24 Cylindrical cell， small ciliata-like substance among the debris 
。fcel1s. 
(Haematoxylin司eosinstain) 

25-27 Large ciliata司likesubstances and degenerated substances. 

(Haematoxylin-eosin stain) 

Plates VI and VII. 

(28-31) These figures are in stage IV. 

Red corpuscles and few degenerated substances. 

く28，29 and 31 ; Haematoxylin-eosin stain. 30; Heidenhain's 
iron haematoxylin stain.) 

く32) Large ciliata-like substance treated with Lugol's solution. 
(33-38) Large multicellular ciliata-like substances. Curious shapes and 

various sizes are observed. 

(Haematoxylin-eosin stain.) 
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